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研究成果の概要（和文）：エストロゲンレセプター陽性乳癌罹患の高危険群を同定するために、ER陽性乳癌患者と健常
者において解析を行った。疫学因子、一塩基多型、血清バイオマーカーについてER陽性乳癌患者と健常者とで比較を行
った。これら結果よりロジスティック回帰分析にて、ER陽性乳癌罹患リスクモデルを閉経前と閉経後においてそれぞれ
構築した。

研究成果の概要（英文）：To identify estrogen receptor breast cancer high risk group, we analyzed datas bot
h estrogen receptor positive breast cancer patients and control women. We analyzed epidemiological factors
, single nucleotide polymorphism and serum biomarker both ER positive breast cancer patients and control w
omen. We constructed ER positive breast cancer risk model among both premenopausal women and postmenopausa
l women by logistic regression analysis.
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1. 研究開始当初の背景 

 日本人女性における乳癌は全ての年齢層で

増加している。これらは特にエストロゲンレ

セプター陽性乳癌によることを見出し、報告

した。比較的若い年代の罹患が多い乳癌への

対策は国家的急務である。 

 

2. 研究の目的 

 これら ER 陽性乳癌は化学予防が可能なこ

とが報告されている。そこで、効率的な ER

陽性乳癌の予防のために、ER 陽性乳癌高危

険群を同定するモデルを構築することを目的

として、今回の研究を行った。 

 

3. 研究の方法 

(1)対象は、ER陽性乳癌 913例と健常者 278

名とした。 

(2)疫学因子、一塩基多型、血清バイオマーカ

ーをそれぞれで解析した。 

(3)ロジスティック回帰分析により、モデルの

構築を行った。 

 

4. 研究成果 

(1)疫学因子は、ER陽性乳癌は健常者に比べ、

閉経前では飲酒歴あり(p=0.0550)、喫煙歴あ

り(p=0.0830)の割合が高い傾向にあった。閉

経後では授乳した子供の数が有意に少なく

(p=0.012)、BMIが高い傾向(p=0.0550)にあっ

た。 

(2) 一 塩 基 多 型 は 、 閉 経 前 で は

rs10046(CYP19A1, p=0.016) と

rs3803662(TNRC9, p=0.019)が、閉経後では

rs6905370(ESR1, p=0.033) と

rs1042522(TP53, p=0.045)が、有意差を認め

た。 

(3)血清バイオマーカーは、ER 陽性乳癌患者

は健常者群に比べ、閉経前ではテストステロ

ン(p<0.0001) 、プロラクチン(p<0.0001)が有

意に高く、閉経後ではエストラジオール

(p=0.0005)、テストステロン(p<0.0001)、プ

ロラクチン(p=0.0070)が有意に高かった。 

(4)マンモグラフィ濃度は、両者に差を認めな

かった。 

(5)以上より、日本人女性 ER陽性乳癌罹患ベ

ストモデルを構築した。閉経前は、

logit{ER(+)}=+0.0362(年齢)+0.499（妊娠回数）

-0.124（授乳）+0.110(飲酒)+0.110(CYP19A1 

rs10046 CT+TT)-0.578(CYP19A1 rs10046 

CC)+0.811(テストステロン)+0.00337(プロラ

クチン)+0.134(IGFBP3)となった。閉経後は、

logit{ER(+)}=+0.120 （ 年 齢 ）

+0.0141(BMI)-0.0195(閉経年齢 )-0.198(p53 

rs1042522 CC)+0.0395( テ ス ト ス テ ロ

ン)+0.0277(IGF1)となった。 
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